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宝の持ちぐされ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いすず自動車株式魯証々長三宮吾郎

　昨年10月に硬明eng．の65周年記念得事が催された．年々歳々一というより時々刻々，薪らしい特許考案が生み

出されてゆくことは眞に喜ばしいことである．

　しかしながら，これら新考案の中｝｝±t：してどれ程のものが工業化され，實用に役立つているかを考えると，それは

きわめて蓼々たるもOであろうと想像される．

　もらうん，聲田佐吉氏の紡織機，島澤源藏氏のバッテリF等々，大工業化されて日本産業界に多大の貢献をしている

ものも敬々あるltれども，ねがわくは大量土産とまでは行かずとも，多緻の特許について，工業化，實用化の推進が切

望される次第でちろ．

　私の印象に吃つとも深い一例として“t一バ・レギヤー”についての話を披露しよう．

　私の吃つとも尊敬する先輩の一人である元日湿自動車冠長村上正輔氏が“オーバルギヤー”加工の原理を特許にとら

れたのは十轍年も前のことであつて，生前繁忙の陶．こ實施の方法につきて努力をざれたが，思う通りにすすまなかつた．

これを岡氏門下の新進按術家だちが相寄つて，いろいろな困苦とたたかいつつ研究をすすめ，村」ヒ氏の新去のほんの直

後にこれが完威したのであつた．　村上氏が存命中であつたらどんなに鰍喜されたことであろう．こうして，現在では

立派な事業として脛螢され，液艦流量腎篭に活尾されている．やがてガスメーターなどにも利用されるであろうし，虞

に有用な工業であるといわねばならない．

この疹隅眞二血のにじむような壽己録であるが・このような龍と協力と熱誠と施れば，Sつともつと濱用ヒさ

るぺき茸例が埋もれているのを稜堀する二とができるのではないかと思われる．

繍襟件が麗している：．kはブ・いにあろうが・聯綱では騰考案噴靴がす・ぶる澱に行われているやう

である・桐國まとくに・蝋劣つているのではないかとmう・そi・に日本人の峡雛して一人一人がその倉億糠を

大耽しまつておいf：　‘）・　att他人の着想にはとかく・チをつ1・）t・nlるという・と鵬る．よい考案を鋤つぎ，受け

つぎ，親子何代がLりでもこれを世のため入のために實用の域に濟ぎつけるというような努力をもつと1つとしなけれ

ばならぬ嚇許齢ナは曜鮪してい砿力㍉それが實靴されないた鵬諦破徽輝，れてますます齪化し

難くなるという事例も数多く耳にするのである．

東聯場に威力を灘すべき昧の工勤・その土壁としての繍考慧圧化への醐・の努九という．とt。’Jとく

に佼術界に活躍される方々に期侍し．〔止まない．
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